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Abstract: The Quaternary System along the Sonose river, East Tokushima Prefecture, was

surveyed, and three new Formations of Yata (Higher Terrace sediments, Ｈ ６ｆthe Middle

Pleistocene), Hoshikouchi (Middle Terrace sediments, Ｍ of the Late Pleistocene), and of

Nakasuji (Lower Terrace sediments, Ｌ of the Late Pleistocene) are newly defined exept the

Holocene Alluvial strata.

キーワード：園瀬川　第四系　八多層（高位段丘）星河内層（中位段丘）中筋層（低位段丘）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　はじめに

　最近の徳島県下における第四系に関しては，満塩ほか(1991, 1993, 1994, 1997, 1998, 1999,

2000) ,及び，浜崎・満塩(2000)が主要河川におけるそれらについて報告してきた．そして，そ

れらを元に，歓崎・満塩(2000)は徳島県の第四系に関して，紀伊半島と対比して総括した．

　ここでは，吉野川下流域での大支流の鮎喰川と勝浦川とに挟まれた未調査地域の園瀬川流域の調

査結果について述べるレ　　　　　　　　　　　　　　　犬

　　　　　　　　　　　　　　　　　地形●地質概要

　園瀬川は徳島県東部において，その北方は鮎喰川を経て吉野川が流れている．一方，その南方は

勝浦川が流れていて，これと鮎喰川の両河川に挟まれるようにしてこの園瀬川が流れている(図１)．

更に勝浦川の南方には，徳島県第２の那賀川が流れており，更に南方には，別に報告する桑野川と

福井川(満塩・浜崎，2000)が流れている．

　園瀬川流域は河川延長が約25kmの２級河川であり，四国の地形を決定つけるほぼ東西方向の地質

構造線に特徴づけられている．すなわち，後述する図６に示しているように，その上流域は御荷鉾

構造線にほぼ沿って流れ，中流域では別の支流を合流させ，そこからほぽ北北東に流向を変えてい

る．また，そこからその北方の川田～入田構造線に沿って，東方にほぼ直線状に流れて，最後に紀

伊水道に流出している．

　この河川に沿って，山地・丘陵・段丘・沖積平野の地形がみられるご河川系と完新世(沖積世)
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の平野は図Ｌに示すように=，ほぽ東西に発達している．

また，山地は]約40 0叫以下の高度で，西から東に連な

り，また√丘陵地は約100mの高度で連なっている

(図.･1)ご‥‥‥‥‥＼　犬　　犬　　　I.　ノ

　この園瀬川の河川縦断面，及び，以下に述べる第四

系の構成する段丘地形はレ図2･=方ようしである.･･つまり，

園瀬川は河口から約20km付近の上流域では，急峻な河

川勾配でありに段丘はみられない．しかし，そこから

約5 km付近の申流域ｿになる,と，河川勾配は緩やかにな

り，高位段丘や中位段丘．=]･低位段丘の各段丘地形，更

に，沖積平野が発達七ているレ図３に示すように，こ

の流域の段丘地形は，高位段丘は八多面とし，中位段

丘は星河内面と:七,＼低位段丘は中筋面と，それぞれ新

しく定義したレ

　これらめうち丿山=地・丘陵を構成する地質系統につ

いては,ﾌﾟ後述の図6ヤ)ように，全体の基盤地質として

累帯構造が特徴であﾚり√北部から主に西南日本外帯の

三波川帯の変成岩類十御荷鉾緑色岩類である．

　そして，これらを不整合に第四系がのっている．こ

河1……ロ∧かノらでヶ=ご･=･の.･. 1I=･距離ﾌﾞX●

図１　園瀬川流域の調査位置及び徳島県の主

　　要河川系　　　　　し

太枠は調査地域の園瀬川流域Ｔ０,徳島市

ＴＡ，高松市Ｋ,高知市．Ｒ．Ｙ０，吉野川

R.NA,那賀川R.KA,勝浦川RMO,物部

川バリア

図２　園瀬川流域の河川縦断面　　　　　　　　　　　　　　　　　＼=　　　　し　　　レ

ＮＡ,中筋面＝Ｌ,低位段丘面　ＨＯ,星河内面＝Ｍ,中位段丘面十Ｔ八,八多面＝Ｕ√高位段丘面
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図３　園瀬川流域の段丘区分図

　　　八多面＝Ｈ，高位段丘面

十
・

星河内面＝Ｍ,中位段丘面

　　　Ａ,沖積面　　他は山地・丘陵面

れは図４の総合柱状図に示してい

る．これらの第四系のうち，丘陵

を構成する先段丘の前期更新世は，

みられない．しかし，中期更新世

の高位段丘Ｈ及び後期更新世の中

位段丘Ｍ・低位段丘Ｌがみられる．

これらは前述のように，中流域よ

り下流側から段丘を構成しており，

これらの地層群については，次の

ように新称の地層名を定義した．

これらの地層群は，主として半固

結あるいは未固結の砂裸層で，こ

れらは一般に薄くて，最厚は約４

ｍ以下であって，侵食平坦面が多

い．従って，この流域では各段丘

面とそれらの構成層の分布につい

ては，面は広いが，それらを構成

する地層の分布は狭くなっている．

各段丘の名称については，高位段

丘構成層は八多層とし，中位段丘

構成層は星河内層とし，更に，低

位段丘構成層は中筋層と，それぞ

中筋面＝Ｌ，低位段丘面
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れの段丘構成層を新しく定義した．

　なお，沖積平野は完新世の沖積層からなるが， ここﾉでは命名.していTない．

　　　　　　　　▽　　　　　　　　第四系の記載＼y…　……:j=コ　ノ

園瀬川流域にみられる第四紀の各時代の諸地層=にういで述べ右ﾉ(図４)．

　前述のように，前期更新世の先段丘構成層はみられなりがよ中期更新世の高位段丘Ｈ及び後期更

新世の中位段丘Ｍ・低位段丘Ｌが存在している．これらの段丘や段丘構成層は中流域以下にしかみ

られず，また，河口付近の下流域には沖積層しかみられなyいめで√図３の段丘区分図，及び，図５

の第四紀地質図には中流域しか示していない．

　　　　１)中期更新世＝高位段丘構成層

　これは，本地域では赤褐色クザリ棒からなる八多層である.……1‥　‥‥‥‥ﾅ

　地層名：八多層(やたそ引　　　　　　　　　　　∧　　＼

　命名者：浜崎修司(1999)　　　　　　　　　　　:=　ニy　　･･

　模式地：徳島県徳島動物園, loc。22　　　　ト　　，……………　…………つ

　層　　厚：約４～３ｍ　　　　　　　　　　　　　　　十　ダ　ダ

　分　　布：徳島県八多・徳島動物園　　　　　　＞　………………犬＼………　　=レ　　ト　　ニ

　分布高度：約180～150m　　　　　　　　　　　　　　　∧　　ノ

　河床からの高度：約100～85m　　　　　　　　＼………ﾉ=し…………万ﾚ…………＼　　ﾉ…………

　地形面：八多面(高位段丘面)Ｈ　　　　　　　　　コ　　／

　本層のタイプは徳島動物園の1oe。22にみられる．本層のノタイプでの層厚は約３ｍであるが，最

厚は約４である．また，本層は主として磯層であり√二一部:に砂層を含んでいる．棒は半クサリであ

り，その種類は変成岩類やチャートなどが多くみられ=るぺ棒の形状はﾉ亜角棒状から葬円棒状である．

最大棟のサイズは約30cinで，卓越棒は約15cniのpebbleサイズである．また，マトリックスの色相

は，マンセルの土色帳では, 2.5YRからに５ＹＲ程度であるｻﾞﾚし………]=………ニ　　　　………　　△

　また, Loc. 18での本層の最上部には．縦のクラックが発達した赤色上が，約15cinの厚さで堆積

している．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　<レ:　　▽……　…=]｀ﾚ゜　＼ﾉ]　．．･･．・　　．．　　　．･

　更に，本層の分布は図７に示すように，徳島動物園付近のLoc. 22かﾚら, Loc. 21やLoc. 20の八

多付近やLoc. 19などにみられる．　　　　　　　ト　　ノ　　ノ　　し　　犬

　本層は八多面と定義した高位段丘面を構成しているが,つこ=の面は標高が約!80mから約!50mの範

囲に断片的に分布している．また，現在の園瀬川の川床かyらの比較高度は，約100mから約85mで

ある．　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し………ﾄ;………ﾚしl･ﾔ……==jし………:ﾚ　　＼

　なお，本層からは時代を特定できる化石や火山灰はみられない．また，本層と次の中位段丘の星

河内層との直接の境界はみられないが，地形や地形高度な尚どから=√高位段丘構成層/と考えこられる．

　　　　２)後期更新世＝中位段丘構成層及び低位段丘構成層二万<………　∧ノ．　･･　　　犬　　　尚

　当域では，後期更新世は中位段丘構成層及び低位段丘構成層からな乱　ニ

２－１）中位段丘構成層

　地層名：星河内層（ほしごうちそう）
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図５　園瀬川流域の第四系の地質図

八多層＝Ｈ，高位段丘構成層　　星河内層≠Ｍ，中位段丘構成層一中筋層＝Ｌ，低位段丘構成層

Ａ，沖積層　他は基盤岩類　各層でめ白い部分は侵食面で,し堆積物は確認できない部分＝侵食平坦面

命名者：浜崎修司(1999)　　　　　　　　　こ

模式地：徳島県八万町星河内　loc. 11　　　　上

層＼　厚：約４～３ｍダ　　　　　　　　　　上＼

分　　布：徳島県八万町星河内・尾境・西地・中内

分布高度：約130～45m

河床からの高度:約60や･35m　犬　　　　　　二

地形面：星河内面(中位段丘面)Ｍ

45

　本層めタイプは徳島県八万町星河内のLoc. 11にみられる．本層の層厚はタイプでは約２ｍで，

下部は律層で上部は砂層である．本層の最も厚い箇所では,士約４ｍになつているレまた, Loc. 17

では下部は砂律層で，上部は砂層からなっている．律の種類は結晶片岩類の律がほとんど大部分を

占めている．また，律の形状は亜角棒状から亜円舞状であり:√最大棟のサイズは約20cinで，卓越律

は約lOcmのpebbleサイズである．二方，々トリックスの色相は5 YR程度の黄褐色である．ト

　また,◇木層の最上部には，縦めクラックが発達した黄褐土が約10cmの厚さでみられる．

更に，本層の分布は図７に示すようにﾚLoc. 11からLoc. 12や,＼Ｌｏｃ.8からLoc.12までみ/られ

る．また，前述のLoc. 17やLoc. 16にもみられる．．．　・．･．　　･･　　　　．　・・

本層は中位段丘面Ｍの星河内面を構成していて，トこの面は園瀬川の中流域や下流域に広範囲に存

在しているレまた，この段丘面は標高が約130mから約45mめ平坦面を形成し，現在の園瀬川の川

床からの比較高度は，約65mから約35mと低下している．　し十　犬　　　　　し　　　　　　犬

　なお，木層からは時代を特定できる化石や火山灰はみられないJまた√本層と次の低位段丘の中

筋層とめ直接の境界はみられないが，地形や地形高度などからに中位段丘構成層と考えられる．

2-2)低位段丘構成層　　　　十　　　　　　　　　　　　　　ゲ　　ニ　　　　　……
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床からの比較高度は，約30mから約５ｍと低下してきて，河川のすぐ近ぐにもみられるが，河口付

近は沖積平野のみしかみられない.ニ=　　　　，．･．　．･　．・　　・．･．＝‥‥‥　　‥‥‥‥‥‥

　なお，本層からは時代を特定でぎる化石や火山灰はみられない．また,ﾉ本層と次の沖積平野を構

成する沖積層との直接の境界はみられないが，本層は沖積平野下jに埋没している七考えられる．ヶ

　　　３)完新世　　犬●　　　　犬　っ　　　　　ト　　　Ｉ　　　　　　　　　‥

　当域の完新世は沖積層からなり，いわゆる沖積平野を形成しているが，ここでは省略する．

しかし，沖積平野下の完新統(沖積層)については，中村・満塩ら(1972),満塩ら(1977)よ及び，

小椋・満塩ら(1989)が四国全体について総括したト更に，高知県下全体についても，満塩(1998)

が総括したが，徳島県では下部.中部・上部の各部層からなる.ニ　　　犬　　＼　　　１

　し　　　　　　　　　　　　　　‥　＝対　　　比　　　　　　＼　　ト　　　　し

　園瀬川流域の第四系を，徳島県のそれらと対比すれば，表１のようになる．

　まず，本地域の中期更新世の高位段丘Ｈを構成する八多層は√徳島県南部の那賀川流域では黒野

田層(満塩・栗林, 1997)に，勝浦川流域では櫛渕層(Mitusio and Sasaki, 1999)に対比される．

また，その北方の福井川・桑野川流域では福井層(満塩，浜崎, 2000)に，また，鮎食川流域では

大埜地層(満塩・池野,し1998)に対比される．一方√吉野川流域については，下流域の北岸地区で

は井出口層(満塩・橋本, 1992 ; 1999)に，同南岸の小島層(満塩・橋本, 1992 ；1999)に，また，

中流域では中西層(満塩・嶋, 1991)に，上流域の高知県本山盆地での吉野層て満塩・竹田・鶴，

1991)に，それぞれ対比される．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥　　　　　　　　ト

　　　　　　　　　　　　　　　　表１　徳島県東部の第四系対比表　　　　　犬

調査地域

園瀬川

鮎喰川 　　　　吉　　　野　　　川

　　下流域　　　　　中流域　　上流域

北岸　　南岸　

｜　　　　　1

本山盆地

勝浦川 那賀川 福井川

桑野川

第

四

紀

奏
沖積層 沖　　　　　　　　　積　　　　　　　　　　層

沖積層

川切層十

後

期

中筋層

星河内層

大久保層

歯之辻層

高瀬層

二本木屑

岩倉層　　東分層

切　馬　　小島駅層

戸　場

層　層

昼間層

束川原層

　半田層

上奈路層

大願層

沼江層

中山層

行司層

天王谷層＊

和魚田層

川島層

新田層

動々原層

阿波福井層

中
期

八多層 大埜地層 井出口層　小島層 中西層 吉野層 櫛渕層 黒野田層 福井層
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　徳島県東部の園瀬川流域の第四系の調査結果，以下のようなことが明らかになった．

１．園瀬川流域では，第四紀の前期更新世の先段丘構成層はみられず，中期更新世の高位段丘Ｈ，

　及び，後期更新世の中位段丘Ｍ・低位段丘Ｌ，更に完新世の沖積面の４つの平坦面がみられる．

　これらの段丘平坦面は，高位段丘面を八多面，中位段丘面を星河内面，低位段丘面を中筋面と，

　それぞれ新しく命名した．

２．これらの面を構成している各地層を，高位段丘構成層は八多層，中位段丘は星河内層，低位段

　丘構成層を中筋層と，それぞれ新しく定義した．なお，完新世の沖積層は命名していないレ

３．これらの諸地層を徳島県下の第四系と対比した．

４．また，園瀬川流域の古環境の変遷についても考察を行った．

　　今後とも，四国各地の第四系に関する研究が必要である．
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